
詳細プログラム 【第１日目：１２月７日（土）】 

 

第１会場（20502 教室） 

 

●開会式 挨拶         09:40-09:45 

矢野友啓（第 22 回日本機能性食品医用学会総会 会長） 

 
 

●基調講演         09:50-10:30 

座長：吉田博（東京慈恵医科大学附属柏病院） 

機能性表示食品の今後について 

今川正紀（消費者庁食品表示課保健表示室） 

 
 

●シンポジウム１ 

生まれ変わる機能性表示食品制度と今後について（共催：健康食品産業協議会） 14:00-15:30 

座長：宇都宮一典 (慈生会野村病院・東京慈恵会医科大学） 

         高田耕基（たかた内科クリニック） 

S1-1. 機能性表示食品制度の改正について 

西村栄作（一般社団法人健康食品産業協議会ガイドライン分科会） 

S1-2. 海外研究班活動の概要紹介 

野村充（一般社団法人健康食品産業協議会ガイドライン分科会） 

S1-3. 機能性表示食品制度における皮膚領域表示拡大に向けた検討 

鉄井崇仁（一般社団法人健康食品産業協議会ガイドライン分科会） 

S1-4. 機能性表示食品による健康社会への貢献 

関信夫（一般社団法人健康食品産業協議会ガイドライン分科会） 

 
 

●シンポジウム２ ビタミン臨床・疫学研究の最前線（共催：日本ビタミン学会） 15:40-17:20 

座長：松浦達也（安田女子大学家政学部管理栄養学科） 

       矢澤一良（早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構規範科学総合研究所ヘルスフード科学部門） 

S2-1. 水溶性ビタミンと健康増進・疾病予防 -ビタミン B12 を中心に- 

 田中清（静岡県立総合病院臨床研究部） 

S2-2. ビタミン D サプリメントは癌の再発・死亡を抑止できるか？ 

 浦島充佳（東京慈恵会医科大学分子疫学研究部） 

S2-3. NMN（ニコチンアミドモノヌクレオチド）の未病/先制医療における期待 

 伊藤裕（慶應義塾大学予防医療センター） 

S2-4. ビタミン摂取とサルコペニア~KAMOGAWA-DM Cohort 研究より 

 濵口真英（京都府立医科大学内分泌・代謝内科学） 


